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（論文内容の要旨） 
 
 私はこの論文で、戦争と闘争に打ちのめされた、無力で苦悩する子供たちを、私の反ヒューマニズム
への抗議の表現としてまとめようと試みた。人間の顔は、体の中で重要な部位である。顔には、幸福と
悲しみ、悲嘆と苦痛、不安と恐怖が、明白に示される。したがって、子供たちの顔は私の作品の主題で
ある。精神的に傷ついた子供たちの悲しみ、苦痛、不安と恐怖は、彼らの目と顔の表情を通して映し出
されている。私の作品の題材は、現実と数々のメディアによる情報およびその他の公式の媒体から得た
ものであるが、画面に描かれる顔は私自身の感情と気持ちを映し出した想像上のものである。主題を強
調するうえで、最近の作品シリーズ『文明の破壊』(Destruction of Civilization)、『失われた文明』
(Lost Civilization)、『失われた子供たち』(Lost Childhood)、『痛みの言語』(Language of pain)、『表
現』(Expression)、『見知らぬ顔』(Unknown Faces)、『本来の宇宙』(Original Space)、そして『遥かな
空』(Distant Skies)は重要な作品である。 
 
第一章 バングラデシュの歴史について：作品の背景にある概念的なメタファーとして： 
 この章における私の主題とコンセプトは、バングラデシュの独立戦争に関係している。また、私はバ
ングラデシュで生まれたので、私の作品の背景にあるバングラデシュの歴史、民俗芸術、伝統的文化お
よび現代のバングラデシュ芸術について説明した。 
 
第二章 異なる芸術と文化に対する理解と解釈について： 
 この章では、過去の巨匠から現在のアーティストまで様々な芸術家についての私の見解を、私の作品
と関係づけながら述べた。私は大学院時代を日本で過ごし、その文化・現代アートから影響を受けてき
た。とりわけ日本人の現代アーティストたちの作品は、芸術に対する私の見方を広げた。ここでは、こ
れら日本人アーティストたちについて説明した。この章の第二節では、さらに、西洋の芸術およびアー
ティストが私の作品に及ぼした影響についても述べた。さまざまなアーティスト自身とその作品につい
て私の作品と関連付けながら比較検討したい。 
 
第三章 絵画における私の考え方の発展について：文明と破壊： 
 私の作品の主題、冒頭の考察、示唆、および関連事項については、本論文のなかで順次説明される。
私の子供時代の記憶のなかで、戦争の恐ろしい記憶は、今なお鮮明である。バングラデシュの独立戦争
中であった1971年当時、私は４歳であった。近年の絶え間ない戦争と紛争を見る時、戦争の恐怖と苦悩
は私の脳裏に鮮明によみがえる。罪のない子供たちの死体、生き残った障害者や孤児の顔は常にマスメ
ディアのトップ記事になる。これらを見ると、私は1971年の戦争当時、自分の子供時代に植えつけられ
た恐怖の記憶を思い出す。  
 世界中で両親や家族を亡くした孤児や浮浪児の数が増えている。戦争や紛争が当たり前のことになっ
ている多くの国々が世界には存在する。生まれ落ちてすぐに、そのような国の子供たちは戦争の結果を
受け入れ、そして攻撃、恐怖、不安の中で若者となっていく。私の子供時代から、あるいは実際の経験
から、子供の精神的崩壊は深い共感と悲しみで私を慄えあがらせる。したがって、私の作品の主題選択
の入り口は罪のない子供たちへの非人道的、残酷な行為にある。 
 
第四章 私の作品の技法的な特徴について： 
 本章は私の作品の実験的スタイル、素材、技法、モチーフ、アイコン等についての方法論を詳しく述
べたものである。モチーフとアイコンの使用はスタイルと主題を基盤としている。そしてそれらはとき
に人物画のスタイル、ときに抽象的なスタイルをとる。子供の顔は私の作品の主要なモチーフである。 
 過去の巨匠の手による美術から現代美術に至るまで、それぞれの異なる媒体における素材と技術の使
用は重要であり、注目すべきである。絵画作品において、メディア、技術、素材は主題と同様に重要で
ある。従来の油絵の具は私の作品において非常な重要性を持っており、私は油絵の具のみを用いること
によって、技術面で独特のスタイルを作り上げることに成功した様々な経験がある。実例を挙げながら
技法に関連する事柄をここで説明した。 
 
第五章 結論： 
 私の作品には、自然に身につけた主義
イ ズ ム
と現代美術のスタイルがある。この結論部分では、私個人の見
解、知識、経験、および現代美術の様式とスタイルに関して発見したことについて述べた。インスタレ
ーションの作品は今日の美術のなかで非常に刺激的である。私の作品は直接インスタレーションとは関
係ないが、私はここでこのスタイルに対する自身の理解と印象を述べた。また、私の日本での教育、経
験、達成と成功について振り返り、それについて述べたい。私の考えでは、個々人の考え、見解、嗜好
はそれぞれ異なっている。もし私の作品の目的とそれに関連する主題が人々の注意を惹くことができる
ならば－たとえそれが僅かな人数やグループであったとしても－、私の新しい作品制作への努力がいっ
そう刺激され、創造が成功へと導かれるであろうと信じている。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文の筆者であるアリ・モハメド・イクバルさんは、バングラデシュで生まれ育ち、戦争や貧困な
ど現代文明が抱える負の問題と向き合ってきた。彼の作品はヒューマニズムな視点からそのようなテー
マと取り組んだものが多い。本論文でも「地球上の失われた子どもたち」というタイトルのもと、戦争、
児童就労、環境破壊などのテーマを取り上げ、それと芸術のかかわりについて論じている。 
 第一章の「バングラデシュの歴史について：作品の背景にある概念的なメタファーとして」では、ま
ずバングラデシュの政治的・社会的な歴史を取り上げ、さらに考古学的遺産、建築的遺産、民族芸術な
どについて論じている。これは筆者が絵画作品を制作するにあたっての、背景として、まずは論文の屋
台骨を作る役割を果たしている章である。 
 第二章の「異なる芸術と文化に対する理解と解釈について」では、第一章への対比として、日本の文
化や芸術、西洋美術について論じている。日本文化に触れている箇所では、上野公園の花見や花火大会
など、日本の文化風習についても触れている。なかでも書道については、その躍動する「線」の表現が、
筆者の絵画作品に大きな影響を与えたことを紹介している。さらにゴヤの戦争画やピカソの「ゲルニカ」
など、筆者の絵画作品のテーマと共通する作品を取り上げるだけでなく、マルセル・デュシャンの絵画
における動きや時間の表現にも触れ、筆者がどのように自己の絵画様式を作り上げてきたのかを示唆し
ている。 
 第三章の「絵画における私の考え方の発展について」、および第四章の「私の作品の技法的な特徴につ
いて」では、筆者の絵画作品を、社会的な背景、ヒューマニズムへの考え、絵画の理論、それに絵画技
法など、多角的な視点から分析紹介している。 
 本論文の筆者は、日本語による表現にやや問題があり、また論文の考察としても議論が表面的で浅い
傾向もみられる。しかし言葉やさまざまなハンディはあるものの、持っている本人の努力を最大限に生
かし、なんとか長い論文をまとめ上げることができた。その姿勢は評価することができ、また自身の絵
画作品を主題的・技法的などさまざまな視点から分析し、絵画表現だけでは成しえない世界を論文にお
いて形にしており、大学院での研究成果をまとめ上げているということから総合的に判断して、本論文
を博士論文として合格することとする。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 アリ・モハメド・イクバルは、バングラデシュからの留学生として、ほぼ10年に渡る日本滞在の中で
自身の絵画制作に於いて具体的方法及び思想的哲学的深化をさせながら、創作営為を現在まで継続させ
ている。2005年以降の作品のテーマは一貫して戦争や貧困が社会にもたらす影響について、特に「子供」
という小さな存在者に託して強いメッセージを込めて描いている。大画面の中で幾重にも重なる子供の
表情は、どれも虚ろで悲しげである。作者は自身の絵画を、自国の負の歴史を映しながら、同時に現在
地球上の至る所に依然として存在する人間社会の貧困、恐怖をあぶり出し、強烈な文明批評として機能
させようと試みている。しかし作者の深いヒューマニズムと人間哲学が単に安易な感情性や情緒に流れ
ていないのは、日本での長い滞在のなかで行われてきた地道な絵画組成の研究や「書」から体得した筆
勢などを自身の描画に生かそうとして研鑽努力したからであり、その結果獲得した作品の深度と強度で
あることは言うまでもない。教員一同は、アリ・モハメド・イクバルの日本での多年に渡る絵画研究の
成果と活発な発表活動を高く評価するとともに、博士課程及び修了作品として制作された種々の作品を
博士号取得に充分相応しいものと認めた。また、この経験を今後、本国での美術教育によく生かし、後
進の指導に情熱を持って臨んでもらいたいと切に願うものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 アリモハメドイクバルは、東京藝術大学大学院美術研究科博士後期課程絵画専攻の学生として「絵画
による子供の眼差しを通した平和への願い」を大きなテーマとして制作を行っている。 
 イクバルはバングラディッシュより来日して丸10年になる。当初国費留学生として日本に来たのだが、
７年の支給期間内に博士の学位は取りきれず、今日に至った。当然その後の研究生博士後期課程は私費
となり、大変苦労も多かったと思う。 
 ダッカ大学大学院修士課程修了後、日本に来てからの制作発表は数多く、有数の賞も受賞している。 
 バングラディッシュの独立戦争を幼児期に体験したことが、彼の作品のベースになっており、今日ま
での世界の戦争や討争を身をもって見てきた。私たちには計りしれない悲惨な体験がイクバルの平和へ
の願いをつき動かし、それが作品の原点となっている。 
 画面いっぱいに描かれた子供の顔のクローズアップ、純真無垢な眼差しが印象的である。どこかしら
悲しげで、見る側に平和への願いの視線を送る。背景には戦争で壊された残骸、建物や遺跡、そして作
品のテーマにもなっている幼児虐待のらくだレースの場面等々。 
 論文においては、バングラディッシュの背景となっている第１章は問題ないが、各章どの章も概論に
近く、イクバル自身の溢れる生身の言葉があまりにも少ない。例えば日本人作家を例にあげた藤田嗣治
や池田満寿夫にしても、子供や顔を描いたから惹かれるというのでは表面的過ぎ、論文とはなり得ない。
自身の絵の背景にある苦い体験を、誰かの言葉ではなくもっと自身の言葉で語るべきだ。この点で、こ
の論文の質が高いとは言えない。留学生という立場をさし引いても各章の内容は極めて形式的である。 
 イクバルの作品は、入学当初より既にスタイルが出来上がっていて、メッセージ性もあり力強い。日
本での経験を母国で生かし、いい指導者になってほしいと願う。 
 審査委員の数回にわたる議論の上、厳正な判断のもとに、本論文は課程博士の学位論文に相当するも
のであるとして、全員一致の上、合格と判断することにした。 
 なお、当初本人は文明と破壊という論文題目を提示してきたが、テーマが漠然としていて大きすぎる
ため、論文主査と本人との協議の結果、本タイトルに決定したことを付記しておく。 
 
